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５月記者懇談会 

 

令和３年５月 25 日（火） 

 午前 10 時 203 会議室  

 

 

 

 

町長月間予定（総務課） 

・月間行事予定の説明 

 

町の主なトピックス（担当課ＰＲ分） 

・64歳以下の新型コロナワクチン接種について（健康推進課 健康づくり支援係） 

高齢者のワクチン接種を進めており、約 3500 回

を終えている。７月下旬までに、高齢者の接種が全

員終了予定。 

64 歳以下のワクチン接種の予約準備を進めてい

る。６月 21 日から予約開始予定。クーポン券のお

届けは６月中旬予定。予約方法は、インターネット

を中心に、電話、窓口でも受け付ける。基礎疾患の

ある方を最初に、次に 60～64 歳、55～59 歳とい

うように５歳刻みで予約を開始していきたい。 

（資料に基づき説明） 

 

記者） 町民の皆さんにどのように周知しますか。 

→ 広報みのわの実と一緒に全戸配布します。６月初旬には届く予定です。 

 

町長） 64 歳以下の方の予約方法は、高齢者の皆さんの予約方法と切り替えざるを得ないと思

います。働いている方がほとんどですので、意向調査して予約するという方法は難しい

ということで、基本的にはネット予約とさせていただきます。電話や窓口でも受け付け

ますが、スマホ世代の方がほとんどだと思いますので、ネット予約でお願いしたいと考

えています。 

企業の動向がわかりませんが、大手の企業では、どのような割り振りで従業員をワク

チン接種に向かわせたらよいかという問題があります。このことについて、県からも方

向は示されていませんし、町とすればそれぞれの企業の意向を把握しながら、そういっ

た課題について調整していきたいと思います。 

高校生、大学生の接種については、特に高校３年生は、できる限り夏休みにワクチン

接種をと考えています。県の教育委員会等で高校生の接種について一定の方向性が出て

くればそれに従うことになります。高校生は、市町村をまたいで通学しているというこ
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ともありますので、夏休みのワクチン接種が可能かどうか早急に検討していただくよう、

県にお願いしています。 

住民票は箕輪町にあるが実際は箕輪に住んでいない方、箕輪町に住んでいるが住民票

は箕輪町にない方、そういった方のワクチン接種に関してどのような問題があるかとい

うこともあります。基本的にはお示しした予約方法に従っていただくことになりますが、

市町村をまたいでの接種も可能ですので、事務担当の方で調整してもらうことになると

思います。 

外国人は、600～700 人いますが、そういった方へのワクチン接種は相当の困難が予

想されます。クーポンを送るときに、3 言語（英語、ポルトガル語、やさしい日本語）で

案内する予定です。できるかわかりませんが、接種日をできる限り同一日時で対応でき

るよう外国人窓口と調整しています。外国人がそういったことを好むか、好まないか、

ワクチン接種についてどのような考え方をするかは国によって違うようです。外国人に

情報が届いて、できる限り打ちやすい方策をしないと十分な対応ができないと思います

ので、調整していきます。 

発注した分は届くことになっていますが、ワクチンが本当に入ってくるかわかりませ

ん。高齢者分はいただけることになっていますが、それ以外の方の分は正式にはわかり

ません。7 月中に高齢者の接種が終わる予定なので、7 月中旬から 64 歳以下の方も入れ

るように予約を始めていきたいと思います。できるだけスムーズに接種ができるように

勧めていますので、よろしくお願いします。 

 

記者） 64 歳以下の方の優先順位を教えてください。 

→ クーポン券は一斉に送らせていただきます。6 月 21 日から予約できる方が基礎疾患

ありの方、その後一週間ごとに、60～64 歳の方、55～59 歳の方という形で、５歳刻み

で予約を開始していく予定です。 

 

記者） 基礎疾患ありの方が遅い日程での接種を希望すれば、順番が前後するということもあ

るのでしょうか。 

→ そのとおりです。空いていれば予約ができます。 

町長） 予約開始時期は設定しますが、ご自身の都合によって接種時期が変わってくることは

あると思います。 

 

記者） 64 歳以下の方も、集団接種と個別接種を選べますか。 

→ 予約には、日程から選ぶ方法と会場から選ぶ方法があるので、都合に合わせて選んで

いただければと思います。 

 

記者） 外国人の方への接種案内の３言語とは何ですか。 

→ 英語、ポルトガル語、やさしい日本語 
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記者） 外国人向けの接種は、同一会場で一斉にやることをお考えですか？ 

町長） 通訳を置かなければならないので、ある程度まとまってやりたいと思っている。外国

人が好むかはわからない。 

 

記者） 64 歳以下のワクチン接種の対象者は何人ですか？ 

→ 16～64 歳の方が 13,656 人。そのうちどれくらいの方が希望されるかわかりません

が、8～9 割の方が希望されると想定しています。 

記者） 外国人も含んでいますか。 

→ 含んでいます。666 人が対象です。 

 

記者） クーポン券にいつから予約開始になるか書いてあるわけですね。 

→ そのとおりです。 

 

 

・結婚支援事業について（企画振興課 若者・女性活躍推進係） 

4 月からハッピーサポートみのわの相談員１人が新しく着任している。 

現在の登録者は、男性 40 人、女性 11 人、合計 51 人。 

婚活セミナー＆交流会を実施予定。 

新婚生活のスタートアップ補助金を４月からスタートしている。 

（資料に基づき説明） 

 

 

・令和２年度 ふるさと応援寄付金実績について（企画振興課 みのわの魅力発信室） 

寄付件数 4,830 件（前年比 約 22.5％増） 

寄付金額 4,765 万 9 千円（前年比 約 13.3％増） 

（増加した要因） 

申し込みサイトを増やした。 

申し込みサイトの特集などに記事を掲載した。 

返礼品の開拓が課題。 

７月に申し込みサイトを追加予定。（さとふる） 

（資料に基づき説明） 

 

町長） ふるさと納税は、上伊那の中でも一番少

ないと思います。返礼品の開拓等をしながら、他市町村に負けないようにと思っていま

すが、難しい課題です。 
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町長コメント 

○箕輪町勤労者互助会の事務遅延について 

町が事務局を務めている箕輪町勤労者互助会は、町内の中小企業の皆さんの福利厚生のため

に、住民の皆さんが会員になり、単独では行えない福利厚生サービスを、互助会を通じて行って

いるというものです。事務局を産業振興課商工観光推進室に置き、事業展開を行っていますが、

事務処理に大きな遅延があったことが判明し、現在調査中です。令和元年度分の一部と、令和２

年度分の業務について事務遅延が発生しております。互助会で会費をいただき、それを上部団体

に上納して、そこから保険金等の請求をして給付をするという事務になりますが、会費の請求や

共済保険の請求、それに基づく会員への支払い事務に遅延が生じていることがわかりました。町

内の 98 の事業者でおよそ 550 人程度の会員数となっており、会員の皆さんに事務が行われてい

たかいないかの調査をしなければ、正確なところがわからない部分があり、本日５月 25 日付で

会員の皆様に、そういった事実が発生しているということを文書で送付します。調査について

は、今週中か来週中にお送りさせていただく予定です。事務担当者の職員が起こしたことではあ

りますが、一人の者に任せていたということになりますので、事務処理の仕方、事務局のあり方

について今後検討していかなければなりません。このようなことが起きてしまった原因は、十分

に上司との意思疎通ができなかったということもありますが、新型コロナの影響でイベントのほ

とんどが中止になり、総会等が書面審議になっていた関係で、審査や決算をやらずに済んでしま

ったということがあり、チェック体制が不十分であったと思っています。職員による着服という

ことはありません。 

会員の皆様には大変ご迷惑をおかけし申し訳なく思っております。調査の結果については、後

日数字が固まり次第ご報告させていただきます。理事会、評議員会等をしながら、正確な情報を

会員の皆様のお伝えしながら信頼の回復に努めてまいりたいと思います。 

 

○新型コロナウイルスについて 

県の警戒レベルが５になり、いくつか課題があります。 

1 つ目は、昨日県が発送した、飲食店に勤務する方を対象とした PCR 検査の申し込みが今日

から始まります。町内では、110 の店舗が対象で 192 枠（車の台数）いただいています。ご希

望の方に PCR 検査を受けていただき、安全の確認をした上で事業展開をしていただきたいと思

います。５月 27 日、28 日、31 日、６月１日が検査日となります。町としても協力していきた

いと思っています。 

2 つ目は、新たな変異株に対してどのような予防策をとったらよいかわからないということで

す。クラスターが発生した際に、どこで発生したという情報はありますが、どういった事情でそ

うなったのか、どこが問題だったのかということがわかりません。推測でも推定でも良いです

が、発表していただかないとどうやって防いでいったらよいかわかりません。家族の中で発生し

た場合も、どのような形態で感染したかなどケースを県に具体的に示してほしいと思います。具

体的な店舗名や人の名前を知りたいということでは決してありません。地域振興局長には、そう

いったことをお願いしていて、若干情報も出てきていますが、もう少し具体的な情報がいただけ

ると嬉しいと思います。「感染予防対策を徹底してください」と町民の皆さんに呼びかけても、

行っていることがいつも一緒になってしまいます。「マスクをしてください、換気をしてくださ
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い、三密を避けてください」というレベルの話をいつまでもしていてもいけないので、もう少し

具体性を持った、ケースに応じた対応をしていかなければならないと思います。 

町の対応ですが、ながた荘、ながたの湯、ほっこりルーム等、6 月 5 日まで公共施設などを一

部中止にしていますが、大きな変化はないと思っています。成果が見えてこないので心配してい

ます。もう少し人の流れを制限した方がよいのかは勉強しているところであります。 

 

○災害備蓄品の配布について 

5 月 20 日の臨時議会で承認いただき、災害対策費として消耗品の購入について予算を認めて

いただきました。基本的には災害備蓄ですが、新型コロナ対策として、6 月 1 日から生理用ナプ

キン、乳児用おむつ、大人用おむつ等をそろえて配布できるように準備を進めています。生理用

ナプキンは、小中学校保健室、役場福祉課、社会福祉協議会にそれぞれ設置し、必要とされる方

に配布したいと思います。プライバシーの問題等があるのでもう少し研究が必要になるかと思い

ます。6 月 1 日から、準備が整い次第、プレスリリース、ＨＰ等で周知します。また、県福祉事

務所やマイサポ上伊那等へも情報提供をして、必要な方に届くようにしていきたいと思います。

新型コロナの状況が長引いて、生活にお困りの方もいらっしゃって、食べ物についてもそのよう

な状況があるようですので、新たな展開も必要な時期に来ていると思っています。 

 
























